
○
三

月
の

行
事

禹ｔ－

」

三
月

朔
＝

朔
月

の
こ

と
で
、

（大）

弥や
゛よ

生い

新
月

を
指
す

壁
宿

八

日
　

曜
日
　

干
　

支
　

九
星
　
　
　
　
　
　

行
　
　
　
　
　
事

・
　
　
　
　
　

春
の

全
国
火
災
予
防
運
動
（
７

日
迄
）
、

１
日

日
ふ
つ
？

う
一

白
奈
良
東
大
寺
二
月
堂
修
二
会

２
日

月
あ
え
た
っ
二

黒
旧
こ
と
始
め
、
旧
針
供
養

三
月

五
日

啓
蟄

の
節

よ
り

月
命

己
卯

七
赤

金
星

の
月

暗
剣

殺
西

の
方

旧
暦

六
輝

中
段

艾
宿

下
段

日
出
入

月
出
入

旧
二

月
小

３
日

大
き
宕
　

み
三

碧
ｔ
上
弦
四
時

五
七
分
ヽ

新
ひ

潟
な

浦
祭
佐
｀

押
耳

合
の
珮

ｌ
ｔ

日
木

琴
で

ぶ
豊
郷
‰
頴
齟
日
前

神
社
初
午
祭
、

５
日

木
尽
呑
っ

じ
丑

黄
啓
蟄
一

一
時

五
七
分

６
日

金
つ
あ
え
さ
る

六
白

７
日

土
っ

ち
宕
ご
り

七
赤

消
防

記
念
日
、

一
粒

万
倍
日

８
日

日
お
え
い
心
八

白
国
際
婦

人
デ
ー

七
友
引
心

ぞ
く
昴

６． １１

１７ ．３６

９． ３９

２３ ．３３

０
７
４

八
先
負
ふ

つ
畢

大
々

う
６コ
７．
３
ｙ

１
１

満
潮

干
潮

８． ３２　 ８． ０６

２２．１ ３　２１ ．０２

２． ２２　 １． ５９

１５．呱　１４．４７

８
８

３
２

５
　

９
５

九
佛
滅
た
い
ら

觜
神
よ
し

６
．０
７．３
０
．５
０．３

９
．０
一

２
．４
７．１

１
１
　
　
　
　
１

７
９

９
２

３
９

１
５

十
大
安
さ
だ
ん

参
神
よ
し

６
．０
７．３
１
．３
口

０
．３
９．５
４
．０
８．５

１
１
　
　
　
　
１

６
０

３
１

４
９

８
８

十
一

赤
口

さ
だ

ん
井

神
よ

し
６．０
Ｍ
２．３
２
．３
３．１
Ｈ
７．
４
Ｈ

１
１
　
　

１
　
２

心

二
八

旧
－一

一

一一

月月

大小

春
ら

し
い

陽
気

の
日

が
あ
る

と
思

う
と

、
急

に
真

冬
に

立
ち

返
っ

た
よ

う
な
寒
い

日
も
あ
る

月
で

、
気

温
だ

け
で

な
く

、
天
候

も
激

し
い

変
わ

り
方

を
す
る
。

関
西

で
は

、
十

二
日

の
奈

良
の

お
水

取
り

が
終

わ
ら

な
い

と
春

が
や
っ
て

来
な
い
、

と
言
い
伝
え

ら
れ
、
一

方
、

暑
さ

寒
さ

も
彼

岸
ま

で
と

言
う

こ
と

わ
ざ

の
あ

る
の

が
、

気
温

の
不

安
定

さ
を

０
４

利
３５
２７
４６
０９
０３
０５
物
語
っ

て
い

る
よ

う
で
あ
る
。

十
二

先
勝

ヒ
６

鬼
神
よ
し

＆
１７．

１
３

．
―

－
１４．

－
２１
．
　
【
冠

】
三

月
三

日
は

「
桃

の
節

３
２

３
９

６
１

士
二

友
引

ｆ
ふ

る
柳

ｗ
事

よ
し

６
．０
７．
４

４
．４
４ｊ
４コ
５．
１

１
１
　
　
１

９． ４８

２１ ．５５

十
四

先
負

あ
石

屋
大
今
う
６
．
０
２

７
．
４
３

５
．
５
５

５
．
０
６

４
．
４
４

５
．
５
９

０
．
２
７

１
１
　
　

１
１

９
日

月
お
ご
　

ふ
九

紫
茨
城
鹿
島
神
宮
祭
頭
祭

ヽ
旧
ね
は

ん
会
　
　

十
五

佛
滅

々
ら

張
票
よ
し

６
．
０
０

７
．
４
３１

２２．４０

８
９

３
３

３
２

０
４

１
４

０
２

７
５
５

１

６
１
３

１
１
２

１
０

日
火
そ
つ

心
え

ね
一

白
○
望
二

時
四
八
分

、
詣
劭
簇
手
祭
、
　

十
六

大
安

々
え

翼
天
お
ん

昌
豐
昌

１
１

日
水
み
つ

？
う
し
二
黒

１
２

日
木

あ
え

ヒ
ら

三
碧

謌
詐
言
齟
肘
祿
万
、

１
３

日
金

具
ビ
　
う
回

禄
奈
良
春
日
大
社
祭

Ｈ
日

土
尽
え
応

五
黄

近
江
八
幡
左
義
長
祭

日

日
ひ
心
と

ふ
六

白
京
都
嵯

峨
釈

迦
堂

お
松
明

１
６

日
月
つ
ち

？
う
ま
七

赤
Ｃ・
下
弦
一

八
時

三
四
分
、

三
隣
亡
、

７
５

５
３

８
０

十
七

赤
口

り
ら

く
軫

天
お

ん
５．
５

Ｍ
９．３
７
．０
６．
０
凵

１
１
　
　
１

０。 ０１　 １１ ．３９

１２．１５　－

６
６

７
９

５
４

７
１
　

一
一

丶
’

｀
－
　

・
　

●
Ｗ
Ｉ
Ｉ

Ｗ
芦

丶
Ｉ
一
／

『
―

十
八

先
勝

ヒ
づ

角
月
ご
く

５
．５
７．４
０
．４
７．３

６
．３
８．５

０
．３
２．５

祝
う
．
内

裏
雛
（
だ

い
り
び
な
）

１
２
　
　
　

－
　

－
　
Ｓ
ｉ

ａ
Ｊ

．
皿

ｊ
＆

気
丶

八
」
』
四
．
・

・
●

●
．

八
ま
Ｉ

５
７

８
４
０

十
九

友
引
た
　

っ
亢

く
ゑ

日
５．５
７
．４
１．５
８
．１
７．０

１
２

廿
先
負
心

ぞ
く
氏

２
１
７

４
１
２

９
１
３

１
　
１

３
８

７
２

４
５
３

５
４

０
５

２
３
４

５
７

３
８

７
０
１

１
２
　
　
２

竺
佛
滅
ふ

匸
房

十
し
５
．５
２
Ｊ１

覿
峠
‰
ｒ
ｔ
ニ

大
貫
い
之

″
よ

九
回

１
７

日
火

っ
あ

谷
っ

し
八

白
彼
岸
入
り

１
８

日
水

お
え

念
九
紫
石
川
気

多
大
社
お

い
で
祭
（
２
３

日
迄
）
、

庚
申

１
９

日
水

お
ヒ

ヒ
り

一
白

一
粒

万
倍
日

０
　
　
　
　
’
｀

ヽ
　
　

こ
皐
春
分
の
日
、
春

分
匸
一
時

五
〇
分
、

彼
岸
中
日
、

２
日

金
ふ
つ
？
ヽ
心

二
黒

上
野
動
物
園
開
園
記
念
日
、
不
成
親
日

２
１

日
土
そ
つ

宕
芒
二
碧

八
せ

ん
終
り

２
２

日
日

具
え
　
心
四

緑
甲Ｎ
子Ｈ
Ｋ

放
送
記
念
日
、

奈
良
法
隆
寺
会
式
、

２
３

日
月

き
？

う
し

丑
黄

彼
岸

明
け

、
世

界
気

象
デ
ー

－

９． ３４

７． ４９

２１ ．４３

２１３

０． １３

１０．１９

８． １６

２３．４８

２． ４５

９
０

５
９
８

廿
五

赤
口

さ
だ

ん
尾

神
よ

し
５．４
７
．５
囗
１
．０
８．４

１
　
１

芯
先
勝
ご

る
箕

大
今
う
５．４８
７．５１
２．１１
２．０３

１
　
１

苴
友
引
や
ふ
る

斗
大
字
つ
５
．
４
６

７
．
５
２

１

廿
六

先
負

あ
で

Ｊ
牛

３． ００

１３．００

５
３
４

４
５
４

５
７
３

１

１３．５７

３
４

１
５

廿
七

佛
滅

な
る

女
母

音
５．４
７
．５
４．２
４
．
５

１
　
１

２
５
４

廿
八

大
安

々
え

虚
拏
よ
し

５
．４
７．５
４
．
５

１

０
５
４

廿
九

赤
口

ひ
ら

く
危

天
お

ん
５．４
７
．５
５．２

１

１６　 ３． ５３’３．２６　 ２． ４５４。

１５．５２

４． ３９

１６．４８
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２
４

日
火

ｇ
え

ヒ
ら

六
白

不
成朔
就一
日八
時

二
八
分
、

三
隣
亡
、

一
粒

峠
一
一
ｒ

朔
先
負
号
づ
室

天
お

心
５．３９
１７．５６
５
．
５
１

１
７
．
４４
５．２０
四

１
１

．
１
９

２
５

日
水

尽
ヒ
　
う
七

赤
奈
良
薬
師
寺
花
会
式
（
３
１

日
迄
）
、

電
気

記
念
日
　

二
佛
滅
九

つ
壁

天
お

ん
５．
３８
７．５７
６．１８
８．３９
５．
４０
Ｊ

１
　

１
　
１

２
６

日
水

つ
ち

り
え
っ
八

白
旧
ひ
な
祭

２
７

日
金

っ
あ
ヒ
ふ

九
紫

京
都
表
千
家
利
休
忌
、
己
巳

２
８

日
土

お
で

こ
螽
鞋
岼
冊
气
大
祭
ぐ

２
９

日
日

お
以
っ
し

二
黒

３
０

日
月
そ
っ

？
さ
る
三
碧

３
１

日
火
そ
つ

？
ビ
リ
回
禄
一

粒
万
倍
日

○
三

月
の

行
事

三
大
安
心

で
奎
　
　
　
５
．
３
６

７
．
５
８１

四
赤
口
ふ

つ
婁

十
し
５
．
３
５

７
．
５
９１

２３．３５

丶． ４７
－

６． ４４

１９．３４

５． ５９

１８．１０

０． ０２

７． １１

２０．３０

３
９

１
７
７

五
先
勝
た
い
ら

胃
大
く
わ

５
．３
７．５
７
．４
１．２
６
．
３

１
　
２

２
０

３
５
７

六
友
引
さ
だ
ん

昴
大
字
つ
５
．３
Ｈ

８
．１
２．２
６
．
５

１
　
２

七
先
負
ヒ

る
畢

神
よ

し
５．３０

八
佛
滅
で

霎
觜

大
字
ふ

１８．０丶

９． ３３　 ８． ５０

－　 ２３．２４

７． ４２　 ７． １９７． ４２　 ７． １９　 ６． ５７　 ６． ３７　 ６． １８

２２．００　２０．５１　 ２０．０１　 １９．２０　１８．４４

２． ０３　 １． ３８　 １． １４　 ０． ５０　 ０． ２６

１３．３９　１３．０９　１２．４１　 １２．１５．００　１４．１３

上
弦

＝
上

弦
の

月
を

指
す

句
」

で
あ
る
。

も
と

も
と

「
上

巳
の

節
句

」
と

い
っ

た
も
の

で
、

こ
れ

が
桃

の
節

句
や

、
雛

の
節

句
と

い
わ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

の
は

江
戸

中
期

以
降

ら
し

く
、

現
在

の
よ

う
に

立
派

で
雛

段
の

形
式

に
な

っ
た

の
は

近
年

に
な

っ
て

か
ら

で
あ
る
。

女
の

子
が

初
め

て
迎

え
る

挑
の

節
句

を
「

初
節
句
」

と
い

い
、

雛
人

形
を

飾
っ

て
そ

の
子

の
将

来
を

が
、

雛
人

形
の

典
型

に
な

っ
た

の
は

、
幼

女
が

成
長

し
て

、
よ

い
結

婚
生

活
を

送
る

よ
う

に
願

う
心

の
現

れ
で

あ
ろ
う
。

【
婚

】
婚
礼
の

最
も
多
い

月
の

ひ
と

つ
で

あ
る

。
こ

と
に

大
安

の
日

と
な

れ
ば

、
式

場
は

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

が
完

全
に

う
ま

っ
て

い
る

と
い
う
。

誰
し

も
が

よ
い

日
を

選
ぶ

の
は

当
然

で
あ
る

が
、

婚
礼
は
本
人
同
士
の
誓
い

を
中
心
に

近
親

の
承
認
と

祝
福

を
得
れ
ば
十
分
。
結
婚
披
露
宴

は
、

大
宴

を
張

る
よ

り
も

時
間

内
に

ム
ー

ド
を

盛
り

上
げ

る
よ

ヽ
つ

工
夫
し
よ
ゝ
つ
。

【
葬

】
彼
岸
入
り
か

ら
彼
岸
明

け
ま
で
の

「
春
分
」

を
中
心
に

し
た

七
日

間
は

春
の

お
彼

岸
で

あ
る

。
真

吾
に

太
陽

が
没

す
る

こ
の

期
間

、
西

方
に

浄
土

が
あ

る
と

い
う
仏
教
の
教
え
か
ら
、

無
欲
悟
道

の
対
岸
の

域
に

一
番

近
い

日
と

さ
れ
、
死
者
の

冥
福

を
祈
り
、

仏
供
養
、

墓
参

り
な

ど
を
す
る
。

【
祭

】
奈
良
東
大
寺
の
二

月
堂

で
は

、
十

三
日

未
明

に
堂

前
の

若
狭
井
の
水
を
汲
ん

で
加
持
を

行
う
。
こ

れ
は

厳
し

い
戒
律
の

も
と

に
手

数
百

年
に

わ
た

っ
て

続
け

ら
れ

て
い

る
わ

が
国

有
数

の
重

要
行
事
で
あ
る
。

春
分

、
秋

分
に

最
も

近
い
つ

ち
の

え
の

日
を

「
社

日
」

と
い

い
、

農
耕
の
神
を
祭
る
。

社
日

の
社
は
「

示
」

と
「

土
」

か
ら

成
り

立
ち
、
土

の
神

の
意

味
で

あ
る
。

二
九


